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１ 策定の趣旨 

八戸圏域は、平成 29年３月に連携中枢都市圏を形成して以来、10年間にわたり、 

圏域市町村が連携・協力しながら、必要な都市機能及び生活機能の確保・充実を図ると

ともに、魅力あふれる地域づくりを推進してきました。 

一方で、人口減少の急速な進行、デジタル技術の進展や生成ＡＩの普及、気候変動の

深刻化など、圏域を取り巻く環境は大きく変化しています。 

加えて、公共施設の老朽化や行政職員の人材不足など、いわゆる資源制約の顕在化も

見込まれており、今後、住民サービスの安定的な提供が困難となるおそれがあります。 

本ビジョンは、こうした課題に対応するとともに、八戸圏域が今後も持続的に発展し

ていくため、これまで培ってきた連携体制を更に強化し、活力ある社会経済の維持・発

展を図ることを目的として策定するものです。 

 

２ 連携中枢都市圏および構成市町村の名称 

（１）連携中枢都市圏の名称 

八戸圏域連携中枢都市圏（愛称：八戸都市圏スクラム８
エイト

） 

 

（２）構成自治体 

八戸市（連携中枢都市）、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 取組期間 

2027年度（令和９年度）から 2031年度（令和 13年度）までの５年間 

 

序章 ビジョン策定に当たって 

階上町
新郷村

田子町

五戸町

南部町

三戸町

おいらせ町

八戸市
青森県

秋田県 岩手県
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４ 推進体制 

ビジョンの推進に当たっては、様々な取組の効果を高めるため、「八戸圏域連携中枢

都市圏 市町村長会議」や「八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会」などにおける 

議論や意見聴取を踏まえ、圏域一体となって施策の実施及び進捗管理を行います。 

 

八戸圏域連携中枢都市圏 市町村長会議 

圏域市町村の長で構成。連携中枢都市圏の取組に関する方針を協議・決定する。 

八戸圏域連携中枢都市圏 担当課長会議 

圏域市町村の企画担当課長で構成。市町村長会議やビジョン懇談会への付議案件の

協議・検討など、圏域内の全体調整を行う。 

ワーキング・グループ会議 

圏域市町村の実務担当者で構成。具体的な事業内容の協議・検討を行う。 

八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会 

圏域内の関連分野の有識者や地域の関係者で構成。連携中枢都市圏ビジョンの策定・

変更や進捗管理に関して意見聴取を行う。 

 

■推進体制イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八戸圏域連携中枢都市圏 

市町村長会議 

・圏域市町村の長 

・連携中枢都市圏の取組に 

関する方針の協議・決定 

八戸圏域連携中枢都市圏 

担当課長会議 

・圏域市町村の企画担当課長 

・付議案件の協議・検討 

・圏域内の全体調整 

ワーキング・グループ会議 

・圏域市町村の実務担当者 

・事業内容の協議・検討 

八戸圏域連携中枢都市圏 

ビジョン懇談会 

・関連分野の有識者、地域の 

関係者等 

・連携中枢都市圏ビジョンの 
策定・変更、進捗管理に関する 
意見聴取 

各種報告 

意見 
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１ 構成市町村の概況 
 

八戸市 

八戸市は、日本有数の水揚げを誇る水産都市で

あるとともに、北東北有数の工業都市として発展

してきた都市です。 

また、ウミネコの繁殖地である蕪島や、三陸復興

国立公園に指定される種差海岸などの多様な自然

景観に加え、ユネスコ無形文化遺産「八戸三社大祭」

や国の重要無形民俗文化財「八戸えんぶり」といっ

た伝統的なお祭りなど、多彩な観光資源を有して

います。 

 

 

 

 

 

三戸町 

三戸町は、戦国時代、北東北一帯を支配していた

三戸南部家の居城「三戸城」が築かれ、城下町とし

て栄えた古い歴史を有し、明治 22 年の町制施行後

は、三戸地方の中心地として大きな役割を果たし

てきました。 

また、令和４年３月 15日には、三戸城跡の歴史

的価値が認められ、国史跡に指定されました。 

近年は、町出身の漫画家「故・馬場のぼる」さん

の人気絵本「11 ぴきのねこ」シリーズのキャラク

ターを活用したオンリーワンのまちづくりに取り

組んでいます。 

 

 

 

 

第１章 圏域の概況 
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五戸町 

五戸町は、八戸圏域の玄関口である八戸駅に近

く、国道４号沿いに位置し、奥入瀬渓流で有名な十

和田市とも隣接しています。 

長いも、にんにく、米、果樹といった農業のほか

畜産も盛んで、あおもり倉石牛・与助の牛をはじめ

とする食彩豊かなまちを全国に発信し、地域農業

の振興を図っています。 

また、郷土料理である馬肉料理が町内外の人た

ちに親しまれています。 

 

 

田子町 

田子町は、八戸圏域の最南端に位置し、青森、秋

田、岩手の三県の県境に接する町で、広大な牧草地

と豊富な森林資源を有しています。 

町の基幹産業は、農業と畜産を組み合わせた耕

畜連携の地域農業を振興しています。 

中でも、にんにくは「たっこにんにく」の地域団

体商標を取得し、さらに、新品種「たっこ１号」を

開発するなどブランド力を高めてきました。 

また、夏秋野菜や田子牛(黒毛和牛)などの産地

化とブランド化に努めています。 

 

 

南部町 

南部町は国道４号と 104 号が合流する交通の要

衝に位置していています。果樹を中心とした農業

を基幹産業とし、さくらんぼ、りんごなど年間を通

じて多種・多様な果物が収穫されます。 

また、南部藩発祥の地で「史跡聖寿寺館跡」、

「南部利康霊屋」など、南部氏にまつわる史跡等

を多く有しており、自然、農業、歴史、文化など

の地域資源を連携させた地域づくりに取り組んで

います。 
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階上町 

階上町は、青森県最東南端に位置し、県内で最も

早く朝日が昇る「ひかり生すまち」です。 

三陸復興国立公園の一部である階上岳と階上海

岸に囲まれ、山と里と海の３つのエリアがバラン

スよく融合しています。 

「元祖いちご煮」や「階上早生階上そば」、「階上

産アブラメ」をはじめとして、町の地域資源を活か

した階上ブランドを推進するとともに、豊かな自

然を守りながら、人と地域と環境が調和するまち

づくりに取り組んでいます。 

 

 

新郷村 

新郷村は、米、野菜、畜産を主体とした農業をは

じめ、林業を基幹産業とし、農林畜産物生産の拠点

的役割を果たしています。 

また、十和田八幡平国立公園に接する迷ヶ平や

間木ノ平地区生活環境保全林は、自然滞在型体験

観光エリアであるとともに、その周辺にはキリス

トの墓や大石神ピラミッド、新郷温泉館、水芭蕉群

生地等があり、６月にはキリスト祭 10月には新郷

ふるさとまつりが開催され、圏域内外からの多く

の観光客でにぎわいます。 

 

 

おいらせ町 

おいらせ町は、その名の由来である十和田湖を

源流とする奥入瀬川が町の南部を流れ、太平洋に

注ぐ豊かな自然に恵まれたまちです。 

八戸市、三沢市、十和田市の中心に位置し、東北

新幹線八戸駅、八戸港、三沢空港も 30分圏内にあ

り、交通アクセスも良好です。 

自然、農地、商業地、工業地、住宅地がバランス

よく配置され、自然と利便性が調和した「住みごこ

ちのよいまち」として親しまれています。 
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２ 地域資源の状況（主なもの） 

 

 

 

  

自然・景勝地 

市町村名 名称 

八戸市 

三陸復興国立公園 

天然記念物 

「蕪島ウミネコ繁殖地」 

種差海岸 

三戸町 

県立自然公園（名久井岳） 

城山公園の桜 

三戸望郷大橋 

五戸町 

奥州街道 

桜沼公園 

槍沢のしだれ桜 

田子町 

みろくの滝 

大黒森の山つつじ 

釜淵観音堂の大イチョウ 

南部町 

県立自然公園（名久井岳） 

長谷ぼたん園 

法光寺の千本松 

階上町 

三陸復興国立公園 

階上岳（臥牛山） 

みちのく潮風トレイル 

新郷村 

日本一ダケカンバ 

戸来岳 

菅場の水芭蕉群生地 

おいらせ町 

根岸の大いちょう 

間木堤白鳥飛来地 

いちょう公園 

 

歴史・民俗 

市町村名 名称 

八戸市 

是川石器時代遺跡 

八戸えんぶり 

八戸三社大祭 

三戸町 

国史跡三戸城跡城山公園 

関根の松 

三戸大神宮 

五戸町 

江渡家住宅 

新山神社 

五戸えんぶり 

田子町 

田子館 

田子神楽 

真清田神社 

南部町 

南部利康霊屋 

国史跡聖寿寺館跡 

南部地方えんぶり 

階上町 

寺下観音 

巨樹・巨木 

館神社 

新郷村 

ナニャドヤラ 

キリストの里公園 

大石神ピラミッド 

おいらせ町 

国史跡「阿光坊古墳群」 

本村鶏舞 

日ケ久保虎舞 

 

みろくの滝（田子町） 国史跡三戸城跡城山公園（三戸町） 
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スポーツ施設 

市町村名 名称 

八戸市 

長根公園 

カッコーの森エコーランド 

多賀多目的運動場 

三戸町 

三戸町民プール 

サン・スポーツランド三戸 

さんのへパークゴルフ場 

五戸町 

ひばり野公園スポーツ施設 

五戸ドーム 

倉石スポーツセンター 

田子町 

創遊村 229 スキーランド 

農業者トレーニングセンター 

農山村広場 

南部町 

名川 B＆G 海洋センター 

ふるさと運動公園 

町民体育館 

階上町 

石鉢ふれあい交流館 

町民プール 

あおぞらテニスコート 

新郷村 

間木ノ平グリーンパーク 

グラウンドゴルフ場 

村営金ヶ沢スキー場 

村民プール 

おいらせ町 

下田公園 

町民交流センター 

いちょう公園 

 

文化・芸術施設 

市町村名 名称 

八戸市 

八戸市美術館 

八戸市博物館 

八戸ブックセンター 

三戸町 

歴史民俗資料館 

アップルドームほのぼの館 

佐瀧本店・佐瀧別邸 

五戸町 

歴史みらいパーク 

ごのへ郷土館 

石沢駒踊伝承館 

田子町 

タプコピアンプラザ 

田子町文化観光交流施設 

「Takko Visitor Center みろく館」 

南部町 

南部芸能伝承館 

南部町歴史ミュージアム 

史跡聖寿寺館跡案内所 

階上町 民俗資料収集館 

新郷村 
キリストの里伝承館 

川代ものづくり学校 

おいらせ町 

大山将棋記念館 

おいらせ阿光坊古墳館 

みなくる館 

 

長谷ぼたん園（南部町） 

五戸ドーム（五戸町） 

キリストの里公園伝承館（新郷村） 
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レクリエーション施設 

市町村名 名称 

八戸市 

八戸公園 

白浜海水浴場 

水産科学館マリエント 

三戸町 

関根ふれあい公園 

アップルドーム 

金洗沢公園 

五戸町 

倉石温泉 

五戸まきば温泉 

小渡平公園 

田子町 

タプコプ創遊村 

みろくの滝親水広場 

大福山公園 

南部町 

名川チェリリン村 

チェリウス 

バーデハウスふくち 

階上町 

ふるさと河川公園 

階上岳つつじの森キャンプ場 

ハートフルプラザはしかみ 

新郷村 

間木ノ平グリーンパーク 

間木ノ平グリーンファーム 

ふれあい牧場 

新郷温泉館 

おいらせ町 

下田公園キャンプ場 

海浜公園 

カワヨグリーン牧場 

 

その他 

市町村名 名称 

八戸市 

八食センター 

八戸せんべい汁 

八戸前沖さば 

三戸町 

11 ぴきのねこ 石像 

11 ぴきのねこ 街頭フラッグ 

道の駅さんのへ 

SAN･SUN 産直ひろば 

五戸町 

桜なべ 

地酒「五醸」 

なんばんみそ 

田子町 

たっこにんにく 

ガーリックステーキごはん 

ジャッツ！タッコーラ 

南部町 

ジュノハート 

南部達者米 

ゼネラル・レクラーク 

階上町 

いちご煮 

階上早生階上そば 

階上あぶらめ 

新郷村 

ミルク＆ハム工房 

紅サーモン 

郷のきみ 

おいらせ町 

日本一の自由の女神像 

味祭館 

黒にんにく 

 

ふるさと河川公園（階上町） 日本一の自由の女神像（おいらせ町） 
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３ 圏域の結びつき 

 

（１）総人口 

 総人口は約 31 万人となっており、そのうち八戸市の人口は約７割を占めています。 

 昼夜間人口比率は八戸市以外の団体では 100％を下回っており、八戸市を中心に圏

域の経済圏・生活圏が形成されていることが推察されます。 

 

 

人口総数及び昼夜間人口比率 

 

 

 

 

 
【出典】国勢調査（総務省） 

 

 

（２）通勤・通学圏 

 八戸市への通勤状況は、通勤率が高い順に階上町、南部町、五戸町となっています。 

 八戸市への通学状況は、通学率が高い順に階上町、南部町、新郷村となっており、

通勤率と比較して、八戸市への流入割合が大きくなっています。 

 

 

八戸市への通勤・通学者状況（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※15歳以上の就業者、通学者 

【出典】国勢調査（総務省） 

 

 

（人）

　　　　　市町村

　項目
八戸市 三戸町 五戸町 田子町 南部町 階上町 新郷村 おいらせ町 圏域

人口総数 223,415 9,082 16,042 4,968 16,809 13,496 2,197 24,273 310,282

昼夜間人口比率 104.4% 98.6% 88.9% 96.9% 85.2% 77.8% 94.0% 83.9% -

最新値に更新予定 
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（３）医療圏 

 圏域町村における八戸市内の病院への入院者比率は、階上町、南部町、おいらせ町

の順に高く、その他の町村においても 30％を超えています。 

 このことから、八戸市は圏域の中核的な入院医療を担っていることがうかがえます。 

 

 

八戸市内病院への入院動向（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【出典】第８次青森県保健医療計画（青森県） 

 

 

 

 

 

 

 

  

おいらせ町

五戸町 39.1%
32.7%

新郷村
32.6%

田子町 階上町
34.6% 92.8%

南部町
三戸町 44.9%
30.7%

八戸市八戸市
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１ 第２期ビジョンの成果と課題 
 

総論 

令和４年３月から開始した「第２期八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン」では、 

第１期ビジョンに引き続き「地域の個性が輝き自立した八戸圏域」を将来像に掲げ、 

８市町村の緊密な連携のもと、「圏域全体の経済成長のけん引」、「高次都市機能の集

積・強化」、「圏域全体の生活関連機能サービスの向上」に取り組みました。 

その結果、各施策において一定の成果が得られ、連携体制の深化が図られました。 

 

 

① 圏域全体の経済成長のけん引 

経済成長分野では、新規創業の促進、地域資源を活用した経済の裾野拡大、戦略

的な観光施策の展開等、計４施策を実施しました。 

創業支援では、創業支援拠点「はちのへ創業・事業承継サポートセンター」におい

て、圏域内の各商工会と連携して相談対応や情報発信を行い、雇用の維持・創出に

寄与しました。 

観光施策においては、八戸都市圏交流プラザ「８base」を拠点に、圏域産食材を活

用した飲食・物販の提供に加え、ファンミーティング等のプロモーションを実施し、

圏域内事業者の販路拡大及び交流人口の拡大に寄与しました。 

また、農業施策においては、果物狩り等の体験メニューを充実させるとともに、

圏域外の教育機関等からの農業体験修学旅行の受入れを推進し、グリーン・ツーリ

ズムを通じた交流人口の増加による地域経済の活性化を図りました。 

一方で、人口減少に伴う圏域の労働力不足や地域経済の縮小が懸念されており、

観光、農林水産業、製造業等の各分野における付加価値の向上が求められています。 

このため、今後は圏域全体の「稼ぐ力」を一層強化し、各分野の高付加価値化に加

え、観光需要の取り込みを通じて地域経済への波及効果を高める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【八戸都市圏交流プラザ】 【農業体験修学旅行】 

第２章 圏域づくりの基本方針 
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② 高次の都市機能の集積・強化 

高次都市機能の集積・強化に関しては、中心拠点の整備及び広域的な公共交通網

の構築等、計３施策を実施しました。 

中心拠点の活用では、八戸市美術館、八戸ポータルミュージアム「はっち」、 

八戸ブックセンター等において多様な企画展・イベントを実施し、文化芸術の振興

や地域の賑わい創出を図りました。 

高等教育機関と連携した人材育成では、学生主体の地域課題解決を目的としたま

ちづくり活動や学生のボランティア活動等の取組を支援することで、将来の圏域を

担う人材の育成及びまちづくり活動への参加促進を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通分野では、「八戸圏域地域公共交通計画」に基づき、路線バスの上限運賃

施策に取り組むとともに、地域連携 ICカード「ハチカ」の導入及び利用促進を図り、

公共交通の利用環境の改善を進めてきました。 

一方で、近年、バス運転手不足や利用者の減少に伴い、運行本数の削減が生じて

おり、利便性の低下により利用者減少がさらに進行し、バス事業者の安定的な運行

の維持が困難となるおそれがあります。 

このため、今後は、民間事業者との連携による運転手確保の検討等を進め、持続

可能な公共交通の確立を図る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

【 学生＆高校生まちづくりコンペティション 】 

【 地域連携 IC カード ハチカ 】 
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③ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

生活関連機能サービス分野では、医療体制、子育て支援、社会教育、スポーツ振興

等、計 16施策を実施しました。 

医療体制では、八戸市立市民病院から圏域の病院・診療所への医師派遣や、圏域

内でのドクターカー運行等を実施し、救命救急を含む医療サービスの充実を図りま

した。 

妊婦専門相談支援については、医師による専門相談に至る前段階の支援として、

令和６年度から保健師・助産師による妊活ケア・サポートを開始するなど、子ども

を生み育てやすい環境の整備を図りました。 

社会教育の充実に向けては、文化財を分かりやすく周知し、親しみを醸成するた

めの新たな取組として、令和５年度から「八戸圏域文化財バトルカード」を制作・配

布し、地域における文化財の理解向上及び魅力発信を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方で、圏域を取り巻く環境は、人口減少・少子高齢化の進行、デジタル技術の進

展や生成ＡＩの普及、気候変動の深刻化に加え、住民ニーズの多様化・高度化など

により、大きく変化しています。 

このため、こうした環境変化や新たな課題に的確に対応しながら、生活関連機能

サービスのさらなる向上に取り組む必要があります。 

  

【 文化財バトルカード 】 
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２ 圏域を取り巻く環境の変化 

 

（１）人口減少と人口構造の変化 

日本の総人口は 2008年をピークに減少局面に入っており、今後もこの傾向が続く

見込みです。特に地方においては、若年層の流出により少子高齢化が進行し、人口

構造の変化が深刻化しています。 

また、年齢３区分別人口では老年人口が増加傾向にあり、総人口に占める老年人

口の割合は、2050 年には 37.1％に達すると予測されています。 

これに伴い、生産年齢人口の減少による地域経済の担い手不足や、医療・介護・福

祉サービスの需要の増加と担い手不足が同時に進行することが懸念されます。 

 

 

 

 

（２）社会経済情勢の変化 

デジタル技術の進展により、産業構造や生活様式に大きな変化が生じており、 

行政においてもＤＸの推進やＡＩの活用による業務効率化が求められています。 

また、脱炭素化の進展や物価上昇、エネルギー価格の変動などにより、社会経済

の不確実性は高まっており、地域経済や住民生活への影響が懸念されています。 

さらに、コロナ禍を契機とした地方移住やテレワークの広がりなど、人々の価値

観やライフスタイルにも変化が見られます。 

 

 

 

 本の  ３     の  と  （          ）

年            年            年                 

    

    

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 

    

    

    

    

     

     

     

                                        

      

        年 

       

 年       年 

       

  年        年 

       
         年 

     

                 年      立              本の       令和 年                         年 
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３ 目指す将来像 

 

第２期八戸圏域ビジョンの取組成果を継承するとともに、本圏域を取り巻く環境の変

化等を踏まえ、次のとおり本圏域の将来像を掲げ、その実現に向けて８市町村が一体と

なって具体的な取組を推進します。 

 

 

 

 

 

 

４ 取組の方向性 

八戸圏域では、将来像の実現に向け、３つの方向性で取組を進めていきます。 

 

（１）圏域全体の経済成長のけん引 

 企業の地方移転の流れを捉え、圏域一体となって企業誘致を推進します。 

 ８baseの更なる活用や VISITはちのへとの連携強化により、圏域内の周遊を促進

し、広域観光の活性化を図ります。 

 創業支援拠点「８サポ」と圏域内の各商工会が連携し、相談対応及び情報発信を

強化することで、圏域における雇用の維持・創出を図ります。 

 

（２）高次の都市機能の集積・強化 

 中心市街地にある美術館や八戸ポータルミュージアム、八戸ブックセンターなど

の文化・交流拠点について、圏域住民の更なる利用を促進します。 

 交通系 ICカード「ハチカ」の普及促進など、公共交通のデジタル化を推進すると

ともに、民間事業者と連携した運転手の確保等の検討を進め、持続可能な公共交

通の確立を図ります。 

 圏域の高等教育機関との連携を強化し、地域課題の解決に取り組むとともに、地

域を担う人材の育成を図ります。 

 

（３）圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

 子育て支援や高齢者・障がい者福祉等の充実を図り、多様なニーズに対応した住

民サービスの質の向上に努めます。 

 児童・生徒に対して、様々な学びや体験の機会を提供し、地域への愛着と誇りを

醸成させ、将来的な地域の担い手育成を図ります。 

 圏域 AX/DX や気候変動対策の推進、資源制約に係る課題への対応など、社会情勢

の変化に伴い生じる新たな圏域課題の解決を図ります。 

＜八戸圏域の目指す将来像＞ 

みんなで創る 未来きらめく 八戸圏域 
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５ 人口の将来展望 

 

圏域の中長期的な人口見通しについては、各市町村が策定する人口ビジョンにおける

目標値を基本としつつ、国立社会保障・人口問題研究所の将来推計人口を上回る水準を

目標として設定します。 

 

 

 

 

 

（参考）圏域市町村の人口ビジョンの目標値 

市町村名 八戸市 三戸町 田子町 五戸町 南部町 階上町 新郷村 おいらせ町 

将来目標人口         

社人研将来推計         

 

 

 

人口の将来展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：各市町村の人口ビジョン 
日本の地域別将来推計人口（令和５年推計） 
（国立社会保障・人口問題研究所） 

 

 

 

2045年（令和 27年）の圏域人口  〇人 

323,447 308,787 

295,353 
282,559 

270,135 
257,876 

245,472 

323,447
310,282

294,091

276,628

258,333

239,434

220,502

120,000

160,000

200,000

240,000

280,000

320,000

360,000

平成27年 令和2年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年

（人）

圏域人口の将来展望 社人研の推計人口

【310,282】

最新値に更新予定 
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１ 施策体系 

 

圏域全体の経済成長のけん引 

  学金官民一体となった圏域の経済成長等の 進体制の整備 

  業クラスターの形成 イノベーションの 現 新規創業促進  
地域の 堅企業等を核とした戦略 業の育成 

地域資源を活用した地域経済の裾野拡大 

販路拡大 

雇用 

農林水 業 

戦略的な観光施策の展開 
 

 次の都市機能の集積 強  

  度な医療サービスの提供 

 度な 心拠点の整備 広域的公共交通網の構築 

 等教育機関等と連携した地域の 材育成 
 

圏域全体の 活関連機能 

サービスの向  

 

 活機能の強 に係る政
策分野 

医療体制の充  

子育て支援の充  

  者福祉の充  

 がい者福祉の充  

 小企業従事者の福祉向  

消費者支援の充  

  教育の充  

学校教育の充  

 等学校の地域活動促進 

スポーツ活動の機 の充  

不法投棄の防止 

安全 安心なまちづくりの 進 

結びつきやネットワーク
の強 に係る政策分野 

地域内外の住民との交流 移住促進 

圏域マネジメント能力の
強 に係る政策分野 

圏域内市町村職員の育成 

女性の活躍促進 

ＮＰＯ等の活動促進 

 

【連携施策】 【役 割】 

第３章 将来像の実現に向けた具体的取組 

掲載イメージ 

施策体系及び実施事業は現在検討中 
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八戸圏域連携 枢都市圏ビジョン懇談 運営事業  

IT関連企業立地促進補助金交付事業 企業立地促進条例に基づく奨励金交付事業 

イノベーティブ 業集積促進事業  小企業新技術 新製品 新サービス開発等支援事業  

地域企業課 解決支援事業  

地場 品販路拡大支援事業 八戸都市圏交流プラザ運営事業 

海外販路拡大事業  

企業誘致セミナー事業 地域事業  材獲得支援事業 

農業  技術向 支援事業 新規就農促進事業 

農作業マッチング促進事業 南郷そば振興センター運営事業 

漆 業振興事業  

八戸広域観光 進事業  
 
八戸市総合保健センター運営事業  

八戸圏域地域公共交通計画推進事業 
美術館運営事業 
八戸ポータルミュージアム運営事業 

ブックセンター運営事業 
屋内スケート場運営事業 
多賀多目的運動場運営事業 

学生まちづくり参画促進事業  
 
医師派遣事業 ドクターカー運行事業 

不妊・不育相談事業 AED 普及促進事業 

一時預かり保育事業 ファミリーサポートセンター事業 
子育てつどいの広場事業 子育てサロン運営事業 

地域子育て支援拠点事業 児童虐待防止対策事業 

高齢者福祉に関する理解促進事業 あんしんカード事業 

救急医療情報キット配付事業 成年後見制度利用促進事業 

医療・介護連携マップ管理運営事業 介護予防センター利用促進事業 

障がい者福祉に関する理解促進事業 障害支援区分判定審査の共同実施事業 

勤労者福祉促進事業  

消費生活支援事業  

生涯学習推進事業 図書館相互利用事業 

八戸圏域文化財魅力発信事業  

広域的体験学習支援事業 こども支援センター連携推進事業 

教職員研修連携事業  

高校生地域づくり実践プロジェクト  

氷都八戸パワーアッププロジェクト スキー場活用促進事業 

スポーツ大使派遣事業 子どものスポーツ機会促進事業 

不法投棄防止事業  

安全・安心情報発信事業 福祉避難所相互利用事業 

空き家対策推進事業 国土強靭化地域計画推進事業 

移住・交流促進事業 縁結び支援事業 
住民活動保健事業 公共交通による交流促進事業 

八戸都市圏交流プラザ運営事業  

圏域市町村職員育成事業  

女性活躍促進事業  

八戸圏域住民活動促進事業  

具体的取組（連携事業） 

掲載イメージ 

施策体系及び実施事業は現在検討中 
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２ 具体的取組 

 

目指す  像の 現に向けて  経済成長のけん引    次の都市機能の集積 強   

  活関連機能サービスの向  の３つの分野に関して 具体的な取組を進めていきます。 

 

 

（１）経済成長のけん引 

 

基本目標 現状値 目標値 

域内総生産*1 
○ 

（R 年） 

○ 

（R13年） 

 

 

 

① 産学金官民一体となった圏域の経済成長等の推進体制の整備 

 

事業名 １ 
八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会 

運営事業 
関係市町村 全市町村 

取組概要 
圏域の産学官民の有識者等で構成するビジョン懇談会を開催し、ビジョンの進捗

管理及び連携事業の評価・見直しを行うことで、ビジョンの推進を図る。 

成果指標 

指標 現状値 目標値 

全連携事業の 

成果指標達成率 
― 

80％ 

（R13年度） 

事業費見込額 

（千円） 

R9 年度 R10年度 R11年度 R12 年度 R13年度 

2,779 ― ― ― ― 

役割分担 

八 戸 市：本懇談会の案内や資料作成等の事務全般を行う。 

連携町村：懇談会の構成員を推薦するとともに、懇談会へ出席し、事業の評価・

見直し等に主体的に協力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
*1 八戸圏域を構成する８市町村において、一定期間に新たに生み出された付加価値の総額。 

青森県が公表する市町村民経済計算（推計値）に基づき、８市町村の総生産額を合算することに

より算出。 

 事業費見込額 の凡例 

 －  現時点では事業費の算定が困難なもの 又は事業費を設定していないもの 

 注 事業費見込額は 今後の事業の進捗状況等に応じて変更となる場合があります。 

掲載イメージ 

施策体系及び実施事業は現在検討中 
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③ 地域資源を活用した地域経済の裾野拡大  

 

事業名 ８ 地場産品販路拡大支援事業 関係市町村 全市町村 

事業概要 

首都圏や県内外での物産展や商談会の開催など、八戸圏域版 DMOである一般財

団法人 VISIT はちのへが実施する地場産品の販路拡大事業を支援することによ

り、圏域ブランドの認知度向上や販売促進を図る。 

成果指標 

指標 現状値 目標値 

商談成立件数 
６件 

（R6年度） 

６件 

（R13年度） 

事業費見込額

（千円） 

R9 年度 R10年度 R11年度 R12 年度 R13年度 

3,281 ― ― ― ― 

役割分担 
連携市町村：圏域事業者への物産展や商談会の開催等の情報提供や参加調整等 

について、VISIT はちのへと連携して実施する。 

 

 

事業名 ９ 八戸都市圏交流プラザ運営事業 関係市町村 全市町村 

事業概要 

首都圏交流拠点である八戸都市圏交流プラザ「8base」において、圏域の食材を活

用したメニューの提供や物産販売を展開するとともに、圏域のファンづくりのた

めの交流事業を実施することにより、首都圏での圏域ブランドの認知度向上及び

関係人口の創出を図る。 

成果指標 

指標 現状値 目標値 

来店者数 
308,059人 

（R6年度） 

357,000人 

（R13年度） 

事業費見込額

（千円） 

R9 年度 R10年度 R11年度 R12 年度 R13年度 

44,441 ― ― ― ― 

役割分担 
八 戸 市：店舗運営や関連事業の実施に係る事務全般を行う。 

連携町村：八戸都市圏交流プラザ運営協議会に参画する。 

関連データ 観光入込客数の推移（ｐ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 地域の観光資源を生かして観光客を増やし、地域の活性化を進めるために、観光戦略を立てて 

実行する組織 

【八戸都市圏交流プラザ「８base」】 

掲載イメージ 

施策体系及び実施事業は現在検討中 
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（２）高次の都市機能の集積・強化 

 

基本目標 現状値 目標値 

広域バス路線数 
14 路線 

（R7 年） 

14路線 

（R13年） 

八戸市中心市街地の 

歩行者通行料 

37,695 人 

（R6 年） 

41,464人 

（R13年） 

 

 

⑤ 高度な医療サービスの提供 

事業名 22 八戸市総合保健センター運営事業 関係市町村 全市町村 

事業概要 

総合的な医療・健康対策の拠点施設である「八戸市総合保健センター」において、

休日夜間急病診療所及び休日歯科診療所を開設することにより、圏域住民の医療

の確保を図るとともに、救急医療機関において緊急性及び重症度に応じた適切な

医療提供体制の確保に努める。 

成果指標 

指標 現状値 目標値 

診療日における 

診療体制の確保率 

100％ 

（R6年度） 

100％ 

（R13年度） 

事業費見込額

（千円） 

R9 年度 R10年度 R11年度 R12 年度 R13年度 

55,000 ― ― ― ― 

役割分担 

八 戸 市：休日夜間急病診療所及び休日歯科診療所を運営するとともに、広報媒

体等を活用した情報提供を行う。 

連携町村：広報媒体等を活用した情報提供を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【八戸市総合保健センター】 

掲載イメージ 

施策体系及び実施事業は現在検討中 
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⑥ 高度な中心拠点の整備・広域的公共交通網の構築 

 

事業名 23 八戸圏域地域公共交通計画推進事業 関係市町村 全市町村 

事業概要 

 広域路線バス上限運賃政策及び公共交通の利用促進に向けたモビリティ・マネ

ジメントを継続実施するとともに、バス停へのデジタルサイネージの導入等

による鉄道及びバスの乗継環境の改善、圏域内における運転手確保の取組、バ

スパックの利用促進に向けた情報発信の強化並びに複数の交通手段を組み合

わせたデジタルチケットの開発及び販売を推進する。 

 鉄道やバスなどの公共交通機関が大規模災害により長期間運休することが見

込まれる場合には、八戸公共交通ポータルサイト及び交通結節点における情報

発信の強化を図る。 

成果指標 

指標 現状値 目標値 

住民 1人あたりの 

公共交通の利用回数 

31.2回 

（R6年度） 

30回 

（R13年度） 

事業費見込額

（千円） 

R9 年度 R10年度 R11年度 R12 年度 R13年度 

9,000 ― ― ― ― 

役割分担 連携市町村：交通事業者等と連携し、本計画の推進に必要な事業を実施する。 

関連データ  

 

 

事業名 24 美術館運営事業 関係市町村 全市町村 

事業概要 

各種展覧会を開催するとともに、美術館や学校での鑑賞プログラムや小中高校へ

のアーティスト派遣を行う学校連携事業等を実施することにより、アートの学び

の機会創出と圏域の活性化を図る。 

成果指標 

指標 現状値 目標値 

来館者数 
125,226人 

（R6年度） 

128,700人 

（R13年度） 

事業費見込額

（千円） 

R9 年度 R10年度 R11年度 R12 年度 R13年度 

     

役割分担 
八 戸 市：展覧会や各種イベントの企画・周知等、本事業に係る事務全般を行う。 

連携町村：展覧会や各種イベント等の周知を行う。 

 

 

 
 自動車利用に過度に依存しない交通行動への転換を促し、公共交通の利用促進や環境負荷の低減

等を図る取組 
 路線バスの利用促進を目的とするクーポン式の企画商品。対象施設や提携店舗において割引等の

サービスを受けることができる。 

掲載イメージ 

施策体系及び実施事業は現在検討中 
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（３）圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

基本目標 現状値 目標値 

出生数 
○ 

（H30～R4年） 
○以上 

（R13年） 

人口動態*1 
○ 

（R4～R6年） 
○以上 

（R13年） 

 

⑧ 医療体制の充実 

事業名 30 医師派遣事業 関係市町村 
八戸市、三戸町、五戸町、 
田子町、南部町、 
新郷村、おいらせ町 

事業概要 

圏域内の自治体病院・診療所を対象に医師の充足状況に応じて八戸市立市民病院

から医師を派遣することにより、身近な地域で適切な医療サービスを受けられる

環境の整備を図るとともに、同病院への過度な依存の軽減を通じて中核病院とし

ての医療機能を維持し、圏域における高度医療提供体制の強化につなげる。 

成果指標 

指標 現状値 目標値 

派遣医師数 

※医師充足数に応じて派遣 

659人 

（R6年度） 

500人 

（R13年度） 

事業費見込額

（千円） 

R9 年度 R10年度 R11年度 R12 年度 R13年度 

72,933 ― ― ― ― 

役割分担 
八 戸 市：医師の招へいに努めるとともに、協議の上、医師を派遣する。 

連携町村：医師の派遣に要する費用を負担する。 

関連データ 自治体病院医師充足率の状況（ｐ ） 

 

事業名 31 ドクターカー運行事業 関係市町村 全市町村 

事業概要 

ドクターカーを圏域内で運行し、救命処置等を要する救急患者が発生した現場に

八戸市立市民病院の医師等が出動して医療行為を行うことにより、救急医療にお

ける地域格差の緩和を図るとともに、圏域の救急患者の救命率及び社会復帰率の

向上につなげる。 

成果指標 

指標 現状値 目標値 

ドクターカー要請時の 

応需率 

100％ 

（R6年度） 

100％ 

（R13年度） 

事業費見込額

（千円） 

R9 年度 R10年度 R11年度 R12 年度 R13年度 

17,000 ― ― ― ― 

役割分担 

八 戸 市：現場携行機材等の整備・補充等の維持管理を行う。 

車両や救急医療に効果的な高度医療機器等の設置等を行うとともに、

運行協定書に基づく費用を負担する。 

連携町村：運行協定書に基づく費用を負担する。 

 
*1 一定期間における人口の増減の状況を示すものであり、「自然動態（出生数と死亡数の差）」と

「社会動態（転入者数と転出者数の差）」の合計により算出。 

掲載イメージ 

施策体系及び実施事業は現在検討中 
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１ 要綱等 

 

八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会開催要項 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、人口減少・少子高齢社会にあっても一定の圏域人口を有し、活力ある社会経

済を維持するための拠点を形成することを目的とした連携中枢都市圏を八戸圏域において形成する

に当たり、圏域の将来像や連携協約に基づき推進する具体的な取組内容等を記載する八戸圏域連携

中枢都市圏ビジョンの策定及び変更に関する事項について、地域の関係者等から意見聴取を行うた

め、八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会(以下「懇談会」という。)を開催することとし、その

運営等について必要な事項を定めるものとする。 

 

（構成員） 

第２条 懇談会は、次に掲げる者をもって構成する。 

（１）連携中枢都市圏構想推進要綱（令和７年１月２３日総行市第６号一部改正） 

第５の（２）④に規定する連携する取組に応じた関係者等 

（２）圏域町村から推薦された者 

（３）その他市長が必要と認める者 

２ 前項の場合において、市長は原則として、同一の者に継続して懇談会への出席を求めるものと

する。 

 

（会議の招集） 

第３条 懇談会の会議は、市長が招集する。 

 

（会議の運営） 

第４条 懇談会の議事進行は、八戸市総合政策部政策推進課長（以下「課長」という。）が行うもの

とする。 

２ 課長は、意見聴取に係る円滑な進行を図るため、懇談会の出席者の中から適任と思われる者を

座長に指名することができるものとする。 

３ 懇談会の会議は、原則公開とする。 

 

（庶務） 

第５条 懇談会の庶務は、八戸市総合政策部政策推進課において処理する。 

 

（その他）  

第６条 この要綱に定めるもののほか、懇談会の運営に関し必要な事項は、市長が別に定めるもの

とする。 

 

附 則 

この要綱は、平成 28年５月９日から実施する。 
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八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会 構成員名簿 

               （敬称略・順不同） 

分野 氏名 所属等 

産    業 

1 向井 俊晴 八戸商工会議所 専務理事 

2 阿部 寿一 一般財団法人 ＶＩＳＩＴはちのへ 専務理事 

3 若林 政秀 八戸農業協同組合 代表理事組合長 

4 谷地 慶介 一般社団法人 八戸青年会議所 未来創造委員会 委員 

大学・研究機関 

5 金子 賢治 八戸工業大学 地域産業総合研究所所長 教授 

6 田中  哲 八戸学院大学 地域経営学部 学部長・教授 

7 佐伯  彩 八戸工業高等専門学校 総合科学教育科 准教授 

金 融 機 関 8 松橋 義昭 八戸金融団 会長 

医    療 9 奥寺 良之 一般社団法人 八戸市医師会 副会長 

福    祉 10 間山 路代 社会福祉法人 八戸市社会福祉協議会 事務局長 

教    育 11 福井 武久 八戸市教育委員会 委員 

地域公共交通 12 高橋  学 岩手県北自動車株式会社 南部支社長 

雇    用 13 中村 一明 連合青森三八地域協議会 議長 

男女共同参画 14 堤  静子 八戸市男女共同参画審議会 会長 

構
成
町
村 

三 戸 町 15 井上  浩 三戸町商工会 顧問  

五 戸 町 16 小田原 実 五戸町商工会 事務局長 

田 子 町 17 佐藤 剛大 田子町協働のまちづくり町民会議 会長 

南 部 町 18 山本 又一 人材サポートなんぶ協同組合 代表 

階 上 町 19 野沢 雅浩 元階上町役場 参事兼総務課長 

新 郷 村 20 佐藤 泰司 元新郷村役場 参事兼企画商工観光課長 

おいらせ町 21 小向 道彦 元おいらせ町役場 参事 

  

オブザーバー 

 相馬 智司 青森県 財務部 市町村課 総務・行政グループ 主幹 

 安藤 大起 青森県 財務部 市町村課 総務・行政グループ 主事 

 岡村 正彦 青森県 三八地域連携事務所 副参事（地域支援課長） 

※ 令和８年２月時点 

令和９ ３月時点の 

内容に更新予定 
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八戸圏域の「愛称」と「ロゴ」について 

 

 

 

  

 

 

 

 
○「８」と「Ｓ」が重なり合い、スクラムを組

んでいるイメージを表す。 

○また、水色は８市町村を流れる「川」を、紺

色は「海」を表し、圏域が川と海を介してつ

ながり、「人」や「もの」が循環している状

態をイメージ。 

 

 

○８市町村(八戸市、三戸町、五戸町、田子町、

南部町、階上町、新郷村、おいらせ町)を表

す。 

 

 

○ＳＣＲＵＭ(スクラム)の頭文字。スクラム

を組むように一丸となって連携し、同じ目

的に向かって一つの方向を向いている状態

を表す。 

 

 

○八角の星は、８市町村が協力し合うことで

ひとつの星(一番星)となり、未来(希望)に

向かって進んでいくことを表す。 

○赤色は圏域の活力や積極性をイメージ。 
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資料：国勢調査（総務省）

年齢不詳

186
年齢不詳

80
年齢不詳

928

年齢不詳

3,046

年齢不詳

2,52756,974 51,224 44,120 38,308 34,622

234,917
223,166

208,172
188,843

172,612

63,137
73,735

82,195
93,250

100,521

355,214 348,205
335,415

323,447
310,282

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

（人）

年少人口 生産年齢人口 老年人口

年齢不詳

2,527

２ 圏域のデータ 

 

（１）圏域人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

（２）年齢別（3区分）人口 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

355,214
348,205

335,415

323,447

310,282

250,000

270,000

290,000

310,000

330,000

350,000

370,000

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

（人）

出典：国勢調査（総務省） 

出典：国勢調査（総務省） 

最新値・内容に更新予定 

掲載項目は今後精査する予定 
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（３）出生数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）合計特殊出生率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）人口動態（自然動態＋社会動態） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：人口動態保健所・市町村別統計（厚労省） 

　　　　年

市町村
平成10～14年 平成15～19年 平成20～24年 平成25～29年 平成30～令和4年

八戸市 1.54 1.43 1.47 1.54 1.39
三戸町 1.57 1.49 1.48 1.38 1.32
五戸町 1.48 1.31 1.32 1.38 1.29
田子町 1.63 1.60 1.48 1.48 1.41
南部町 1.55 1.31 1.47 1.42 1.31
階上町 1.50 1.36 1.34 1.33 1.23
新郷村 1.64 1.48 1.39 1.48 1.28
おいらせ町 1.63 1.53 1.61 1.64 1.67

最新値・内容に更新予定 
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（５）自然動態（出生及び死亡） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

（６）社会動態（転入及び転出） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
 

 

 

 

 

 

出典：人口移動統計調査（青森県） 

出典：人口移動統計調査（青森県） 

最新値・内容に更新予定 
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16,388

14,568
15,268

14,461

15,472

14,478

153,146

131,318

147,687

130,819
132,012

115,000

120,000

125,000

130,000

135,000

140,000

145,000

150,000

155,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

平成21年 平成24年 平成26年 平成28年 令和元年 令和3年

（人）（事業所）

事業所数 従業者数

 

（７）域内総生産 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）事業所数・従業者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和元年の従業者数は、経済センサスの集計項目の変更により不明 

 

 

 

 

 

出典：経済センサス（総務省） 

出典：市町村民経済計算（青森県） 

1,063,452 

1,163,074 
1,170,739 

1,160,535 

1,177,688 
1,185,344 

1,161,225 
1,148,068 

1,135,961 

1,207,363 

1,000,000

1,050,000

1,100,000

1,150,000

1,200,000

1,250,000

1,300,000

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

最新値・内容に更新予定 
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（９）産業３区分別就業者数・就業割合 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）製造品出荷額等 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和３年以降の数値は、従来の調査方法と異なる方法により算出している。 

資料：工業統計調査（経済産業省）、経済センサス（総務省）、経済構造実態調査（総務省） 

 

 

 

21,488 18,494 16,837 14,277 13,093 11,440

51,725 50,335
40,802

36,509 35,936 34,527

103,616 106,221
107,192

102,279 102,371 102,534

176,829 175,050
164,831

153,065 151,400 148,501

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

（人）

第1次産業 第2次作業 第3次産業

出典：経済センサス（総務省） 

出典：工業統計調査（経済産業省）、経済センサス（総務省）、経済構造実態調査（総務省） 

最新値・内容に更新予定 
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（11）製造業従業者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（12）農業産出額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：工業統計調査（経済産業省）、経済センサス（総務省）、経済構造実態調査（総務省） 

出典：生産農業所得統計等（農林水産省） 

最新値・内容に更新予定 
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（13）農業就業者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（14）耕地面積・耕作放棄地面積 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「耕作放棄地面積」は令和２年調査より項目が削除されたため、以降データなし 
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総就業者 65歳以上就業者の割合
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2,000
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3,500
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出典：農林業センサス（農林水産省） 

出典：資料：作物統計調査（農林水産省）、農林業センサス（農林水産省） 

 

最新値・内容に更新予定 
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（15）林業就業者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（16）水揚げ高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

209 

320 

358 
334 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

（人）

出典：国勢調査（総務省） 

 

出典：海面漁業に関する調査（青森県） 

 

最新値・内容に更新予定 
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（17）漁業就業者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（18）観光入込客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：漁業センサス（農林水産省） 

 

出典：観光入込客統計（青森県） 

 

最新値・内容に更新予定 
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（19）自治体病院・診療所の概要及び指定病院の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（20）自治体病院医師充足率の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年３月 31 日現在（但し、医師充足率：令和６年５月１日現在） 

 

 

 

 

八
戸
市
立
市
民

病
院

三
戸
中
央
病
院

五
戸
総
合
病
院

南
部
町
医
療

セ
ン
タ
ー

お
い
ら
せ
病
院

八
戸
市
休
日
夜
間

急
病
診
療
所

八
戸
市
休
日
歯
科

診
療
所

南
郷
診
療
所

田
子
診
療
所

新
郷
診
療
所

内科 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

精神・神経科 ●

小児科 ● ● ● ● ● ● ●

外科 ● ● ● ● ● ● ●

整形外科 ● ● ● ● ● ●

脳神経外科 ● ● ●

皮膚ひ尿器科 ● ● ● ● ● ●

産婦人科 ● ● ●

眼科 ● ● ● ● ●

耳鼻いんこう科 ● ● ● ●

放射線科 ●

歯科・歯科口腔外科 ● ● ●

麻すい科 ●

その他 ● ● ●

救急告示病院 ● ● ● ● ●

災害拠点病院 ●

臨床研修病院 ●

地域医療支援病院 ●

がん診療連携拠点病院 ●

特定機能病院

感染症指定医療機関 ●

病院群輪番制病院 ●

へき地医療拠点病院 ●

診
療
科
名

指
定
病
院
等
の
状
況

病院 診療所

　　　　　　　　　　施設名

　診療科, 指定状況

医療法上 施設運営上

八戸市立市民病院 628 27 165 320.2% 71.3%

三戸中央病院 96 10 7 146.6% 87.5%

五戸総合病院 165 9 6 132.3% 47.1%

南部町医療センター 66 11 5 160.1% 42.9%

おいらせ病院 78 7 22 153.5% 85.7%

　　　　　　　項目
　施設

許可病床数 標榜診療科目数 医師数
医師充足率

出典：令和４年度市町村立病院経営便覧（青森県） 

 

出典：令和５年度市町村立病院経営便覧（青森県）                          

 

 

最新値・内容に更新予定 
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（21）小学校・中学校の状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（22）高等学校の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

（23）専修学校の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小・中学校 （校,人）

　　 市町村
項目

八戸市 三戸町 五戸町 田子町 南部町 階上町 新郷村 おいらせ町 圏域

小学校数 41 2 4 1 3 4 1 5 61

児童数(人) 10,083 292 558 141 596 527 64 1,404 13,665

中学校数 26 1 3 1 3 2 1 3 40

生徒数(人) 5,508 192 307 82 317 238 39 662 7,345

　　 市町村
項目

八戸市 三戸町 五戸町 田子町 南部町 階上町 新郷村 おいらせ町 圏域

学校数 14 1 - - 1 - - 1 17

生徒数(人) 7,140 80 - - 141 - - 257 7,618

（人）

名称 学部・学科名 生徒数

市立 八戸市立高等看護学院 看護 45

私立 八戸社会福祉専門学校 介護福祉 休校

理容 16

通信課程理容 5

美容 78

通信課程美容 15

私立 八戸ドレメ専門学校 ー 休校

建築 8

建築・建築専攻 7

事務ビジネス 8

総合事務 17

医療事務・ドクターズクラーク 7

ITエンジニア 41

公務員 48

歯科衛生士 75

スポーツ柔整 59

私立 八戸看護専門学校 看護 116

私立 東北メディカル学院 理学療法・作業療法 205

750合計

分類

専修学校

私立 八戸理容美容専門学校

私立
専門学校アレック
情報ビジネス学院

私立 八戸保健医療専門学校

 

 

                        

 

 

出典：令和６年度学校一覧（青森県） 

 

                        

 

 

出典：令和６年度学校一覧（青森県） 

 

                        

 

 

出典：令和６年度学校一覧（青森県） 

 

                        

 

 

最新値・内容に更新予定 
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（24）大学・短期大学・高等専門学校の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人）

名称

機械工学科 46

電気電子工学科 30

システム情報工学科 95

生命環境科学科 20

土木建築工学科 51

工学科 517

感性デザイン学科 152

機械・生物化学工学専攻 5

電子電気・情報工学専攻 5

社会基盤工学専攻 4

機械・生物化学工学専攻 2

電子電気・情報工学専攻 1

社会基盤工学専攻 -

地域経営学科 340

人間健康学科 390

看護学科 215

幼児保育学科 106

介護福祉学科 46

産業システム工学科 818

産業システム工学専攻 46

私立

専攻科

合計 2,889

短期大学 私立
八戸学院大学
短期大学部

ー 152

高等専門学校 国立 八戸工業高等専門学校
ー

864

分類 学部・学科名 学生数

大学

私立 八戸工業大学

工学部

928感性デザイン学部

大学院

工学研究科
（博士前期課程）

工学研究科
（博士後期課程）

945八戸学院大学

地域経営学部

健康医療学部

出典：令和６年度学校一覧（青森県） 
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40 

 

付
属
資
料 

（25）鉄道の１日平均乗降人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（26）路線バスの輸送人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：東日本旅客鉄道株式会社、青い森鉄道株式会社 
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第３期八戸都市圏スクラム８ビジョン 

令和９年３月 策定 

 

八戸市 総合政策部 政策推進課 

〒031-8686 青森県八戸市内丸一丁目 1番 1号 

TEL 0178-43-9248 FAX 0178-47-1485 


